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1.　はじめに
　20 万分の 1 地質図幅「一関」は，産業技術総合研究所地質情報研究部門が同
所関連研究部門・センターと連携して行う「地質図幅の研究」に基づいて編集
される 20 万分の 1 地質図幅の 1 つである．本図幅地域は岩手県を中心にして宮
城県にまたがる．
　編集にあたって参照した主なものを文献欄に示す．また，資料不足の地域に
おいて若干の野外調査を実施した．

2.　地　　形
　一関図幅地域の標高は北東部ほど高く，五葉山（1351m）を最高点とし，その周
辺には 1000m 程度の山々が存在する．河川系は本図幅の西半分か北上川水系で，
ほぼ北から南に流れる北上川に対して，西からと東からの支流が流れ込む．北
上川の西側では沖積平野や西側の奥羽山脈からの扇状地が発達し，特に北西部
では河岸段丘が発達している．また南西部の沖積平野には伊豆沼や長沼などの
湖沼が分布する．北上川より東側では，前期白亜紀の深成岩分布域で比較的な
だらかな地形をなしている．また東縁の三陸海岸はリアス式海岸となっている．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  （竹内　誠）

3.　地　　質
3.1　概要
　一関図幅地域には，北東部に後期古生代からジュラ紀まで海洋地殻上に堆積
し，ジュラ紀に沈み込み帯で付加された北部北上帯のジュラ紀堆積岩コノプレッ
クスが分布し，中央部には古生代から中生代にかけて大陸縁辺部で形成された
南部北上帯の古生界，中生界と前期白亜紀の火成岩類が分布する．西部には中・
古生界は露出せず，第三系と第四系が分布する（第 1 図，第 2 図）．
　本図幅北部中央から南南東の気仙沼には，日

ひ づ め
詰－気仙沼断層（永広，1977）を

はじめとする断層が多数発達し，同時に褶曲も発達している．北部北上帯と南
部北上帯の境界付近ても断層が発達し，北部北上帯中に南部北上帯の地層が断
層で挟み込まれている．また断層に沿って，超苦鉄質岩類が挟み込まれている．

3.2　シルル系～ペルム系とその基盤岩類
3.2.1　先シルル紀基盤岩類
　北上山地の中古生界は南部と北部に分けられ，その境界はおおよそ盛岡市東
方から釜石市西方へ至る断続的な超苦鉄質～苫鉄質岩類の分布域である．これ
らは早

は や ち ね
池峰構造帯（吉田・片田，1964）として扱われることも多いが，その定義

や構成岩類についての一致は見られていない（大沢，1983；川村ほか，1996；
永広・鈴木，2003；中川ほか，2003 など）．本図幅では，北上山地の先シルル紀
基盤岩類として議論されている地質体を以下の 5 岩相に分けて塗色した．
　東

ひがしいわい
磐井変成岩コンプレックス（Minato et al.,1979）など：　水沢市東部から大

東町西部に分布する角閃岩，片麻状角閃岩，角閃石片岩，黒雲母片麻岩，変成縞
状鉄鉱層などの高度変成岩類からなり，石英閃緑岩を伴う．鵜ノ木変成岩（Kanisawa,
1964），日

ひ な た
向変成岩類（Minato et al., 1979），大

おおはちもり
鉢森角閃岩類（ホルンブレンドの

K-Ar 年代：479±24 Ma，524±26 Ma；蟹沢ほか，1992）などの名称で呼ばれ
ている．層序構造的位置づけについては，オリストリス（前川，1981）構造岩
塊（永田ほか，1997）など議論が多い．
　母

も た い
体変成岩類（小貫，1981）：　水沢市東方に分布する緑色岩，弱変成の泥質

岩，砂質岩及びチャートから成る低度変成岩で，混在岩相を呈し角閃岩や蛇紋
岩を伴う．苦鉄質岩にはアルカリ角閃石やパンペリー石を生じ，低温高圧型変
成作用を被っている．介在する蛇紋岩を上部デポン系鳶

と び が も り
ヶ森層が不整合で覆う

との説（佐々木ほか，1997）もあるが，原岩の堆積や変成作用の年代は明らか
になっていない．
　宮守超苦鉄質岩体（Ozawa,1984）など：　宮守村（北隣盛岡図幅地域）を中
心に最大幅 7km，長さ 40km のかんらん岩，斑れい岩，角閃石岩及び蛇紋岩か
ら成る岩体が北西－南東方向に分布し，その南端部が本図幅に含まれる．斑れ
い岩の角閃石から 477±15 Ma. の K-Ar 年代が得られている（小沢ほか，1988）．
これらは，早池峰構造帯の主要岩相として位置づけられている．また，母体変
成岩類の分布域や釜石西方地域にも断続的な蛇紋岩の分布が知られており，こ
れらも一括して表現した．
　壺の沢変成岩（石井ほか，1956）：　氷

ひ か み
上花崗岩類の西縁部に捕獲岩様に分布

し，泥質片状岩，片麻岩を主体とするが，角閃岩もともなう．微褶曲が顕著で，
片理面は氷上花崗岩の片状構造と調和的である．
　氷上花崗岩類：　氷上花崗岩類は大船渡市と陸前高田市にまたかる氷上山周
辺に広く分布する氷上花崗岩体とそれに対比される小岩体に対して与えられる
総称である（許，1976；村田，1979；北上古生層研究グループ，1982）．それぞ
れが，黒雲母花崗岩～花崗閃緑岩，角閃石黒雲母トーナル岩及び黒雲母角閃石
石英閃緑岩からなり，一部片状・圧砕化して岩相変化に富む．シルル系に不整
合で覆われる（村田ほか，1974；北上古生層研究グループ，1982）ところもあ
るが，450 ～ 104Ma という放射年代値（Shibata, l974；Suzuki and Adachi, 1993；
Watanabe et al. , 1995；浅川ほか，1999）の解釈をめぐって定置の時期や様式に
関して定説は得られていない．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（中川　充）

3.2.2　シルル系
　シルル系は，大船渡市日

ひころいち
頃市地域の樋口沢て日本て最初に発見され（小貫，1937），

ほとんどの場合，氷上花崗岩類の近傍に分布している．
　シルル系は日頃市地域では川内層（小貫（1937）命名，村田ほか（1974）再定

義），奥
お く ひ

火の土
つち

では奥火の土層（Kawamura,1980）と呼ばれている．川内層は主
として石灰岩や泥岩からなり，砂岩や凝灰岩を伴う．石灰岩からは Favosite,
Schedohalysites などの床板サンゴ化石，Triplasma などの四放サンゴなどを産し，
中－上部シルル系とされているが（Sugiyama,1940 など），大船渡市坂本沢支流
の行

ぎょうにん
人沢の石灰岩からは Ozarkodina や Neoprioniodus のコノドント化石を

産し，下部シルル系を含む可能性がある（原子内，1981）．気仙郡住田町の奥火
の土層は下部の泥岩と珪長質溶結凝灰岩からなる陸成層と上部の石灰岩からな
る．気仙郡住田町上有住の上

か み あ り す
有住層下部の頁岩より，シルル紀の腕足類化石の

報告がある（田沢ほか，1984）．
　大船渡市樋口沢の支流クサヤミ沢の氷上花崗岩類の上に重なる含礫アルコー
ス砂岩や奥火の土層下部のアルコース砂岩中のジルコン・モナザイト・ゼノタ
イムから 260 ～ 240 Ma， 430 ～ 400 Ma の CHIME 年代が報告され，その一部は
ペルム系とする考えもある（鈴木ほか，1992；Adachi et al., 1994）．

3.2.3　デボン系
　デボン系は，大船渡市盛町の中－下部デボン系の大野層・中里層（Yabe and
Sugiyama（1937）命名；村田ほか（1974）及び Minato et al.（1979）再定義），東
磐井郡大東町及び東山町の上部デボン系の鳶ヶ森層（野田（1934）命名；小貫（1956）
再定義）．釜石市のデボン系千丈ヶ滝層（大沢（1983）命名；大上ほか（1987）；
田沢・金子，1987）である．
　大野層はシルル系川内層を整合に覆い，凝灰質泥岩や石灰岩なとからなり，
中里層は大野層に整合にかさなり，玄武岩や女山岩質凝灰岩や泥岩などからな
る．鳶ヶ森層は，泥岩を主とし，赤紫色の泥岩や礫岩を挟む．鳶ヶ森層は前進す
る三角州堆積物と考えられている（田近，1997）．千丈ヶ滝層は下部は玄武岩や
安山岩，上部は珪長質凝灰岩や凝灰質泥岩なとからなり，下部石炭系小

こ が わ
川層に

不整合に覆われる（大上ほか，1987）．

3.2.4　石炭系
　石炭系は岩相上大きく 2 つに分けられ，下半部は火山岩や砕屑岩が卓越し，
上半部は石灰岩が卓越する．下半部の火山岩類は SiO2 量でハイモーダルで，島
弧的化学組成をもつことから，島弧から背弧の展張場での火山岩と推定され，
また上半部の石灰岩は炭酸塩プラットフォームで形成されたものと考えられて
いる（川村・川村，1989）．
　下半部として，大船渡市日頃市の日頃市層，気仙郡住田町世田米の尻高沢層・
有住層・大平層，住田町加労沢の加

か ろ う ざ わ
労沢層，江刺市米里の米里層及び東磐井郡

東山町の唐
からうめだて

梅舘層，上半部として，日頃市や世田米の鬼
おにまる

丸層・長岩層，陸前高田
市矢作町の仙

せんばかや

婆巌層，江刺市米里の芝層及び東磐井郡東山町の竹沢層なとがある．
　石炭系は一般的にデボン系を不整合に覆うが（湊，1942 など）東磐井郡東山
町ではデボン系鳶ヶ森層に整合に唐梅舘層が重なる（Okami et al.，1973）．

3.2.5　ペルム系
　ペルム系は南部北上帯で最も広く分布する地層である．南部北上帯のぺルム
系は下位より，坂本沢層・叶

かのくら
倉層・登

と よ ま
米層に三分されている．

　坂本沢層は石炭系を不整含に覆い，砂岩・泥岩・石灰岩などからなる．また珪
長質凝灰岩や安山岩を挟む（竹内・兼子，1996；竹内・御子柴，2002）．登米郡
東和町の錦

にしこおり
織層からはカタイシア植物群に対比される米谷植物化石群を産する

（Asama，1956）．
　叶倉層は坂本沢層を整合に覆うが，地域によって岩相変化が激しい．石灰岩
を主とする部分や砂岩なとの砕屑岩を主とする部分などがあり，特に叶倉層上
部を中心として深成岩礫を含む薄

うすぎぬ
衣式礫岩（岩井・石崎，1966）を挟む．薄衣式

礫岩は南部北上帯分布域西縁部て発達している．石灰岩卓越部はサンゴ礁やラ
グーン堆積相を示し（Kawamura and Machiyama,1995）．薄衣式礫岩卓越部は斜
面型ファンデルタ相を示す（吉田・町山，1998）．
　登米層は叶倉層を整合に覆う．泥岩を主とする地層である．気仙沼市の，鍋

なべ

越
こしやま

山層（永広，1974）からは最後期ぺルム期の化石が報告されている（Tazawa,1975）
泥質岩は前期白亜紀の地殻変動に伴ってスレート劈開が発達する部分がある．

3.3　南部北上帯の三畳～ジュラ系
3.3.1　三畳系
　南部北上帯の三畳系は，中－下部三畳系の稲

い な い
井層群（矢部，1918 命名；小貫・

板東，1959 再定義）と上部三畳系の皿
さらがい

貝層群（清水・馬淵，1932）に区分される．
　稲井層群はぺルム系を不整合に覆い，下位より平磯層・大沢層・風

ふっこし
越層・伊

い さ と
里

前
まえ

層・利府層に区分されるが，本地域では利府層は分布しない．全域を通して
岩相変化は少なく，基底の一部は陸成層であるが，その他は瀕海から陸棚海成
層である（鎌田ほか，1983）．平磯層は基底礫岩・砂岩を主とし，デイサイト凝
灰岩を挟む（市川，1951 など）．大沢層は葉理の発達した泥岩を主とし，アンモ
ナイト化石より前期三畳紀スパシアン（Spathian）である（Bando and Shimoyama,
1974）．また本吉郡歌津町の大沢層より魚竜化石を産する（Shikama et al., 1978）．
風越層は厚層理砂岩で，伊里前層は葉理の発達した砂質泥岩と砂岩からなり，
しばしば生物擾乱が認められる．風越層と伊里前層はアンモナイト化石より，
中期三畳紀アニシアン（Anisian）とされている（小貫・板東，1959）．
　皿貝層群は稲井層群を不整合に覆い，下位より新

しんだて
舘層・長

ちょう
の森

もり
層に区分され

る（小貫・板東，1958）．新舘層は塊状砂岩からなり，上部では炭質泥岩や凝灰
岩を挟む．長の森層は泥岩・砂岩互層を主とし，Monotis ochotica をはじめとす
る二枚貝を多産し，後期三畳紀カーニアン（Carnian）からノーリアン（Norian）
に対比される（Yabe and Shimizu, 1933）．皿貝層群は内湾浅海成堆積物で，下部
の新舘層は三角州・潟湖から後背湿地堆積物とされている（安藤，1986）．



3.3.2　ジュラ系
　南部北上帯のジュラ系は，本吉郡歌津町及び志津川町では下部ジュラ系志

し づ
津

川
がわ

層群と中上部ジュラ系橋浦層群，気仙沼市及び本吉郡唐
からくわ

桑町では中部ジュラ
～下部白亜系唐桑層群が分布する．
　志津川層群は下部の砂岩を主とする韮

にら
の浜層と上部の砂質泥岩を主とする細

ほそ

浦
うら

層に区分され（稲井，1939）細浦層からはヘッタンギアン（Hettangian）か
らアーレニアン（Aalen ian）のアンモナイト化石が産する（Sa to ,　1962 ;
Takahashi, 1969）．
　橋浦層群は下位より砂岩（礫岩を伴う）から泥岩への上方細粒化を示す荒

あ ら と
砥

崎
ざき

層と荒
あ ら と

砥層，砂岩を主とする袖
そで

ノ浜層に区分される．荒砥層からは下部バジョー
シアン（Bajocian）からキンメリッジアン（Kimmeridgian），袖ノ浜層からはチ
トニアン（Tithonian）のアンモナイト化石が報告されている（Matsumoto,1953;
Sato,1962;Takahashi,1969）．
　志津川層群と橋浦層群は内湾性の瀕海から浅海成の比較的静穏な環境下の堆
積物で，タービダイトや海底チャネルを充填した堆積物である（Takizawa,1985）．
 唐桑層群は砂岩から海成泥岩への上方細粒化を示す小

こ さ ば
鯖層と綱

つ な き ざ か
木坂層，礫岩・

砂岩の扇状地堆積物や沖積低地の河川堆積物（Takizaawa, 1985）から海成泥岩砂
岩互層からなる石

いわわりとうげ
割峠層と舞

も う ね
根層，粗粒砂岩を主とする陸成層と海成層が混在

する小々汐層及び海成の砂岩及び泥岩からなる磯草層からなる．唐桑層群綱木
坂層からはバジョーシアン（Sato, 1962）．磯

いそくさ
草層下部ではジュラ紀最後期（Hayami

et a1., 1960）．磯草層上部ては白亜紀バランギニアン（Valanginian）のアンモナ
イトが報告されている（Sato, 1958;Takahashi, 1973）．

3.4　北部北上帯の堆積岩コンプレックス
　北部北上帯の堆積岩コンプレックスは後期古生代に形成された海洋地殻上
に堆積した堆積物がジュラ紀にアジア大陸東縁の沈み込み帯で大陸側に付加
された堆積岩コンプレックスである．大畑層（大沢，1983）は砂岩頁岩互層，頁
岩，混在岩からなり，玄武岩質火山岩類，チャート及び石灰岩岩塊を伴う．大畑
層のチャートからペルム紀のコノドント，珪質泥岩からジュラ紀の放散虫化石
が報告されている（大上，1989）ことから，北部北上帯（葛巻－釜石帯）の堆積
岩コンプレックスと考えられている（川村，1997；永広・鈴木，2003）．桐内層

（大沢，1983）は砂岩頁岩互層からなり，層理面に沿った剥離性がある．釜石層
（吉田（1961）命名，大沢（1993）再定義）は頁岩，砂岩頁岩互層からなり，玄武
岩質溶岩や火山砕屑岩，石灰岩及びチャートの岩塊を含む．石灰岩からの化石
は未報告たが，チャートより後期ペルム紀から後期三畳紀のコンドント化石
が報告されている（村井ほか，1983）．
　本図幅地域内の北部北上帯からは詳細な化石の報告はないが，北隣の「盛岡」
図幅地域の葛巻－釜石帯からは，石灰岩から石炭紀 ? ～ペルム紀紡錘虫，チャー
トからペルム紀～三畳紀のコノドント化石（大上・永広，1988），チャートから
前期ジュラ紀の放散虫化石（松岡，1988），泥岩中のマンガンノジュールから中
期ジュラ紀初頭の放散虫化石（吉原ほか，2002），泥岩から後期ジュラ紀の放散
虫化石（中江・鎌田，2003）が報告されており，中期から後期ジュラ紀の堆積岩
コンプレックスと考えられている．

3.5　下部白亜系（K1）
　下部白亜系は北部北上帯と南部北上帯両帯に渡って分布し，玄武岩から安山
岩質の溶岩や火山砕屑岩を主とし，泥岩・砂岩・礫岩などを挟む．釜石市の仙

せ ん ば
婆

山
やま

層は北部北上帯の大畑層を不整合に覆い，また南部北上帯では，大船渡市の
大船渡層群，気仙沼市の大島層群および新

にいつき
月層，胆沢郡前沢町の山

ぶ な と う げ
毛欅峠層，

江刺市，遠野市及び気仙郡住田町の物見山層，遠野市の六
ろ っ こ う し

角牛山層などが比較
的広く分布する．全域的に K2O に富む高アルミナ玄武岩が多く（Kanisawa,1974），
鼎
かなえがうら

浦層の玄武岩など一部アルカリ岩質である（島津，1979）．
　大島層群上部の大島層からは前期日亜紀のオーテリビアン（Hauterivian）から
バレミアン（Barremian）のアンモナイト化石の報告がある（Yabe and Shimizu,
1925）．大島層群鼎浦層，新月層からそれぞれ 119 Ma と 121 Ma の K-Ar 年代が
報告されている（Shibata et al., 1978,  御子柴（氏家），2002）．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   （竹内　誠）

3.6　前期白亜紀貫入岩類
　前期白亜紀貫入岩類は，深成岩類と，岩脈類なとの半深成岩類からなる．深
成岩類は前期白亜紀までの地層（火山岩類を含む）に接触変成を与えて，長径
40㎞以下の貫入岩体を形成しており，大部分は I タイプ・磁鉄鉱系列に属する

（Ishihara,1977;  蟹沢・片田，1988）．本図幅地域の深成岩類からは，Rb-Sr 全岩
年代として 132 ～ 107Ma（Shibata et al., 1978; 丸山ほか，1993;  Mikoshiba et al.,
2004; 地質調査により推定される前後関係と矛盾する値をのぞく），黒雲母と角
閃石の K-Ar 年代として 131 ～ 105Ma（河野・植田，1965; 御子柴（氏家），2002）
の値が得られており，日本の白亜紀－古第三紀深成岩類のうちで最も古いもの
に相当する．
　北上山地の白亜紀深成岩類は，片田（1974）により，分布と産状・岩石学的性
質によりⅠ～Ⅵ帯に分帯された．片田（1974）によれば，Ⅴ帯およびⅥ帯深成
岩類は盛岡－五葉山線（吉田ほか（1984）の横沢断層に相当）以南に分布するの
に対し，Ⅰ～Ⅳ帯深成岩類はそれ以北に分布し東かう西へⅠ～Ⅳ帯の順に配列
する．本図幅ではこの分帯ごとに深成岩類をまとめたので，凡例における上下
の配列は貫入順序と必ずしも一致しない．本図幅では，露出面積が広く構成岩
石が岩体周縁部で片状を呈する岩体（片田，1974）をⅤ帯・Ⅱ帯に属するとし，
それ以外の深成岩はすべてⅥ帯に含めた．なお，岩体の呼称は研究者により異
なるが，本図幅では一部をのぞき「深成岩体」に統一した．また貫入岩体内部

でも，他の深成岩による接触変成の影響が明らかに認められる箇所を，接触変
成域に含めた．
　Ⅴ帯とⅡ帯の深成岩体では黒雲母と角閃石をほぼ等量含む花崗閃緑岩・トー
ナル岩が卓越する．このうち遠野複合深成岩体や五葉山深成岩体では，岩相が
累帯状に変化し，岩体中心部に向けて優白質な岩相が分布する（蟹沢ほか，1986；
西岡・吉川，2004）．千厩深成岩体は最も若い 112 ～ 105Ma の放射年代を示す

（丸山ほか，1993；御子柴（氏家），2002）．接触変成帯の珪線石アイソグラッド
における圧力は，遠野複合深成岩体および北の盛岡図幅に分布する田野畑深成
岩体の周囲で 2.1 ～ 2.7kb，千厩深成岩体の周囲で 1kb 未満と見積もられた（Okuyama-
Kusunose et al., 2003）． Tsuchiya and Kanisawa（1994）は，北上山地か Sr に
富み Y に乏しいアダカイト質の花崗岩類を見出し，沈みこむ海洋地殻の部分融
解に由来すると論しているが，本図幅内ではⅡ帯の宮古複合深成岩体などがそ
れに該当する．
　Ⅵ帯の深成岩類は，斑れい岩から花崗岩に至る多様な岩石から構成され，浅
所貫入の性質を持ち，しばしば同時期の火山岩を伴う．そのうち折壁複合深成
岩体・束

たばしね
稲複合深成岩体（Oji et al., 1997）・広田深成岩体では，比較的苦鉄質だ

がカリ長石に富む岩相が卓越する（石原・鈴木，1974）．折
おりかべ

壁複合深成岩体のカ
リウムに富む岩石の起源として，大陸縁下のマントルの部分融解が推定されて
いる（Mikoshiba et al., 2004）．また，大規模なスカルン鉱床に関連する貫入岩と
して，蟹岳複合深成岩体（浜辺，1981）赤金貫入岩体（隅田ほか，1975）が分
布する．そのうち蟹岳複合深成岩体は，Ⅴ帯の栗橋深成岩体よりも前に貫入し
ている（浜辺・野納，1976）．
　半深成岩類は，岩脈あるいは小岩体として点在する．宮守超苦鉄質岩体を貫
く花崗閃緑斑岩は，南側の火山岩と同時期に生じた可能性がある（小沢ほか，1988）．
ひん岩・閃緑斑岩のうち白亜紀火山岩を貫く岩脈の一部は，近接する深成岩
類による熱変成を受けている．また，岩手県室根山から立石山にかけて分布す
るひん岩（角閃石の K-Ar 年代は 107 ± 5Ma：御子柴（氏家），2002）および花
崗閃緑斑岩の岩脈群は，深成岩類を貫く．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（御子柴（氏家）真澄）

3.7　新生界
3.7.1　中期中新世中期～後期中新世前期の岩石
　この時代に対応する岩石は，下位から順に，稲

い な せ
瀬層・石

いしこし
越安山岩類，下

しもくろさわ
黒沢層，

上
かみくろさわ

黒沢層，自
じきょうざん

鏡山安山岩に区分される．
稲瀬層はソレアイト質安山岩溶岩・火砕岩と凝灰質礫岩砂岩などからなり，
北上山地西縁に点在する．周藤ほか（1992）は，安山岩溶岩の全岩 K-Ar 年代と
して 155 ± 0.4Ma，151 ± 0.4Ma の値を報告している．また木村（1988）は
13.2Ma と 14.4Ma の値を，今田・植田（1980）は 25.9Ma，13.8Ma の値を報告
している．これらの値は 15 ～ 13Ma に集中しており，これが稲瀬層の年代と考
えられる．
　石越安山岩は，普通輝石紫蘇輝石安山岩溶岩を主体とし，石越町周辺に点在
する．竜の口層に覆われていることから中期中新世またはそれ以前と考えられ
るが，ほかに時代を示す直接の証拠はない．
　石越安山岩と同様の岩石は大崎平野に分布する追

お い ど
戸層下部の箆

ののだけ
嶽火砕岩部層

や，西隣岩ヶ崎地域に分布する葛
くずみね

峰層下部にも認められる．追戸層は黄金迫層・
三ツ谷層（珪藻化石帯 NPD5A，13Ma：柳沢・秋葉，1999）に覆われることから
13Ma よりも古い．箆嶽火砕岩部層を構成する安山岩溶岩の全岩 K-Ar 年代値は
12.9 ± 0.6Ma と 15.1 ± 1.5Ma であり（石井・柳沢，1984），珪藻化石から推定
される追戸層の年代に矛盾しない．葛峰層下部を構成する安山岩溶岩の全岩 K-
Ar 年代値は 116 ± 0.6Ma である．（土谷ほか，1997）が，葛峰層上部かりは珪藻
化石帯 NPD5A/5B を示す珪藻化石が得られており（北村ほか，1986）．追戸層
に対比されることは確実である．間接的ではあるが，このような層序学的資料
に基づけば，石越安山岩は追戸層下部，葛峰層下部，そして稲瀬層に対比され
る可能性が高い．
　稲瀬層や石越安山岩，そして追戸層の安山岩は，現在の火山フロントの東側，
北上山地西縁とその延長上に点在しており，さらに南方延長の阿武隈山地霊山
付近にもほぼ同時期の安山岩が分布している（山元，1996）．これら安山岩は陸
上噴出であり，松島地域で確認されているように（石井ほか，1982），16 ～ 15
Ma 以前の海成層を不整合に覆うものと考えられる．この時期の不整合は，西南
日本の広い地域でも確認されており，日本海の拡大停止後の日本列島の広域的
降起を示唆する（鹿野ほか，1991）．
　下黒沢層と上黒沢層は砂岩を主体とする地層で，一関と若柳を結ぶ線の西側
に広く分布する．これらは従来下黒沢層として一括されていたが，最近，両者
の境界か部分不整合で（林ほか，1999）．しかも，北陸，関東など各地で認めら
れるおよそ 13Ma の不整合もしくは堆積停滞層上部境界（柳沢，1999a-e，柳沢・
秋葉，1999；栗原ほか，2003）に対応することが確認された．この点を踏まえて，
報告のある一関市街の南側と北側の地域について両者を分けて表示した．他の
地域では未確認であるが，衣川周辺の下黒沢層はデイサイト凝灰角礫岩に覆わ
れる（木野，1963）ことから，下黒沢層とした．また，一関南方に分布する黒沢
層は岩相の類似性と構造から上黒沢層とした．
　自鏡山安山岩は一関西方，栗駒町自鏡山付近に分布する紫蘇輝石普通輝石安
山岩（ないしデイサイト）溶岩である（北村・中川 1984）．上黒沢層（もしく
は下黒沢層）を不整合に覆い厳美層に不整合に覆われる（早川ほか，1954）全
岩 K-Ar 年代は 7.8 ± 0.1Ma（中嶋ほか，1995）で，層序関係に矛盾しない．5
万分の 1 地質図幅「川尻」地域の前塚見山酸性火山岩（全岩 K-Ar 年代 7.66 ±
0.91Ma，7.69 ± 1.02Ma：矢島ほか，1995）や「焼石岳」地域の下

お ろ せ
五十嵐層市

野々原部層に対比される．



3.7.2　後期中新世～鮮新世の岩石
　この時代に対応する岩石は，下位から順に，厳

げ ん び
美層・瑞

みずやま
山層，亀

かめおか
岡層・大

おおだいら
平層，

竜
たつのくち

の口層，国
く に み

見安山岩，瀬
せ み ね

峰層（金沢層，築館層）・真
ま た き

滝層・玉
たまさと

里層・登
とよまさわ

米沢層・
千
せんがんだ

岩田層などに区分される．
　厳美層・瑞山層は，デイサイト溶結凝灰岩を主体とする火山噴出物からなり，
下位層準では凝灰質砂岩礫岩などを挟むことが多い．デイサイト溶結凝灰岩の
K-Ar 年代は 5.7±0.3Ma で（阪口・山田，1988），脊梁の虎毛山層を構成するデ
イサイト火砕流堆積物とその再堆積物に対比される．
　亀岡層・大平層と竜の口層は，陸上堆積の厳美層・瑞山層以下の地層群を不
整合に覆う海成層で，それぞれ砂岩礫岩，泥岩シルト岩を主体とし，北上川流
域に沿って分布する．一関周辺に分布する亀岡層と竜の口層は，従来，有賀層，
油島層と呼ばれてきたが，岩相と珪藻化石層序が仙台層群の亀岡層と竜の口層
とに対応する（柳沢，1990，1998）ことから，ここでは広域対比の観点から，そ
れぞれを亀岡層，竜の口層と呼ぶことにした．北上市西部，夏油川上流の本畑（西
隣「新庄」図幅地域）における石羽根層（亀岡層相当層）上部外鱒沢凝灰岩のジ
ルコンのフィッション・トラック年代は 5.6±0.5Ma で（大石・吉田，1998），
かつ，これに重なる竜の口層は珪藻化石帯 NPD7Ba/b 境界付近に位置すること
から，柳沢（1998）は竜の口層の年代を 5.5 ～ 5.0Ma と推定している．この年代
推定は下位の厳美層の K-Ar 年代値に矛盾しない．
　国見安山岩は，紫蘇輝石普通輝石安山岩溶岩を主体とする火山噴出物で，そ
の主体は脊梁側，国見山にあり，本図幅地域ではその一部が分布するにすぎな
い．溶岩の全岩 K-Ar として 4.39±0.28Ma，4.48±0.29Ma の値が得られてい
る（八島ほか，1995）．夏油川周辺に分布するとされていた安山岩角礫岩はこれ
よりも若い安山岩角礫をも含む岩屑堆積物（萱刈場層）である．
　瀬峰層は，松野（1967）の金沢層と築館層とを合わせた谷底・三角州平野堆積
物で，亀岡層・竜の口層を不整合に覆う．凝灰質砕屑物を主体とし，珪長質凝灰
岩や亜炭を挟む．仙北平野に広く分布する．瀬峰層と同層準で類似した岩相は
北上川流域の一関から北上にかけてとその西側の丘陵地，津谷，そして津谷と
仙北平野との間の山間地に広く分布し，それぞれ，真滝層，登米沢層，千岩田層
あるいは未区分鮮新統－更新統と呼ばれている．千岩田層は気仙沼南部に分布
するが，松崎層に覆われているため，地質図には現れない．北村・中川（1984）
は，真滝層を瀬峰層と狭義の真滝層とに区分しているが，構成岩相に著しい差
がないので地質図では両者を一括して示した．
　瀬峰層は南隣「仙台」図幅図幅に分布する小

お の だ
野田層や西隣「新庄」図幅地域に

分布する本
もとはた

畑層に対比される．登米沢層に挟在する珪長質凝灰岩のジルコンの
フィッション・トラック年代は 3.3±0.3Ma，3.2±0.4　Ma（鎌田，1993）で，
小野田層に挟在する珪長質火砕岩のジルコンのフィッション・トラック年代は
2.0±0.3Ma，3.3±0.5Ma（土谷，伊藤，1996; 土谷ほか，1997），本畑層に挟
在する珪長質凝灰岩のジルコンのフィッション・トラック年代は 3.9±0.4Ma

（大石ほか，1996）である．

3.7.3　前期更新世の堆積物
　この時代の堆積物は，高

た か し み ず
清水層，滝

たきざわ
沢層，岩

いわさきしんでん
崎新田層などの地層群と萱

か や か り ば
刈場

層とからなる．
　高清水層と滝沢層は，瀬峰層を不整合に覆う谷底・三角州平野堆積物で，礫，
砂，シルト，泥，亜炭からなり，粗粒凝灰岩ないし軽石火山礫凝灰岩や角閃石軽
石凝灰角礫岩～火山礫凝灰岩を挟む．高清水層上部の角閃石軽石凝灰角礫岩～
火山礫凝灰岩中のジルコンは 0.6Ma のフィッション・トラック年代を示す（伊
藤順一，私信）．高清水層と滝沢層は同一の地層で，高清水層は仙北平野に，滝
沢層は一関丘陵とその周辺に分布する地層の名称である．北村・中川（1984）は
高清水層を清水沢砂礫層と蟹沢砂礫層に細分し，滝沢層を中山層としている．
　北上市西部，夏油川上流の本畑（「新庄」図幅地域）付近に分布する岩崎新田
層は，本畑層を不整合に覆い，高清水層と類似した岩相を示す．そのジルコン
のフィッション・トラック年代値 1.2±0.2Ma，1.9±0.3Ma（大石ほか，1996）
は，百

ももおか
岡層よりも古いが，小野田層・瀬峰層よりは若く，従って，岩崎新田層は

高清水層に対比される．
　気仙沼と津谷との間に分布する松

まつざき
崎層は，中位段丘堆積物とする解釈もある

が，標高 60m から海岸付近まで分布していることから，中位段丘堆積物よりも
古い堆積物と考えた．また，隣接する登米沢層に比べて固結度が低い点を考慮
して，地質図では登米沢層よりは若い，前期更新世の堆積物とした．
　萱刈場層は岩崎新田層と同様，北上市西部，夏油川上流の本畑（「新庄」図幅
地域）付近に分布するが，本図幅地域では夏油川の上流に沿ってわずかに分布
するにすぎない．様々な大きさの安山岩火山角礫を主体とする淘汰不良の火山
岩屑なだれ堆積物で，岩崎新田層に直接重なる．安山岩角礫は，0.90±0.10Ma，
0.94±0.09Ma，0.96±0.11Ma，1.00±0.08Ma と 1 ～ 0.9Ma 程度の全岩 K-Ar
年代を示す（八島ほか，1995）．本畑付近では百岡層に覆われており，同層中の
凝灰岩のフィッション・トラック年代が 0.5Ma 前後である（後述）ことから萱
刈場層の年代を前期更新世と考えた．

3.7.4　中期更新世の堆積物
　この時代の堆積物は，下位から順に，百岡層，高位段丘堆積物及び下山里凝
灰岩に区分される．
　百岡層は，金ヶ崎町百岡の胆沢川岸にわずかに分布する．この地層は礫，砂，
泥からなり，凝灰岩ないし軽石火山礫凝灰岩を挟む．同層中の凝灰岩と軽石火
山礫凝灰岩は 0.53±0.22Ma，0.64±0.20Ma，1.0±0.3Ma のジルコンのフィッ
ション・トラック年代を示す（大石・吉田，1995，1998）が，後者の二つの測定
試料は円磨され，植物片などが混入していることから，再堆積と解釈されてい

る（吉田・大石，1998）．この点を考慮して，百岡層は 0.5Ma 前後の地層と考えた．
　高位段丘堆積物の大部分は，水沢市及び北上市西方に発達する胆沢扇状地を
構成する扇状地堆積物で，T1[ 大

おおあご
歩 ]，T2[ 一

いっしゅざか
首坂 ]，T3[ 西

に し ね
根 ] 段丘など高位

面群をなす（渡辺，1991）．大歩段丘堆積物を覆うテフラの一つ，大歩第 1 軽石
の黒曜石のフィッション・トラック年代は 239±24.6ka（大上ほか，1986）で
ある．また，西根段丘堆積物を覆うテフラの一つ，日向第 1 軽石の黒曜石のフィッ
ション・トラック年代は 122.9±15.1ka（大上ほか，1986）である．
　下山里凝灰岩は鬼首カルデラ起源のデイサイト火砕流堆積物である．高清水
層に重なる梅ヶ沢凝灰岩（松野，1967）に相当する．ジルコンのフィッション・
トラック年代値 0.21±0.09Ma が得られている（土谷ほか，1997）．なお，その
直前に同じ鬼首カルデラから噴出した池月凝灰岩や，10 万年前頃と 4，5 千年
前頃に鳴子火山から噴出した荷坂凝灰岩，柳沢凝灰岩も西隣「新庄」図幅地域
との境界近くまで分布している（土谷ほか，1997）．

3.7.5　後期更新世の堆積物
　この時代の堆積物は，中位段丘堆積物と低位段丘堆積物からなる．胆沢扇状
地において H1[ 上

う え の は ら
野原 ]，H2[ 横

よこみち
道 ]，M1[ 堀

ほりきり
切 ]，M2[ 福

ふくはら
原段丘 ] など中位

面群をなす扇状地堆積物のほか，宮城県志波姫町付近の段丘堆積物も面高度か
ら中位段丘堆積物に含めた．
　低位段丘堆積物は現在の氾濫原よりも高い面をなす．胆沢扇状地の L1[ 水沢
上位段丘 ]，L2[ 水沢下位 ] などを構成する扇状地堆積物もこの範疇に入る．

3.7.6　完新世の堆積物
　この縄文海進以降の時代の堆積物は，堆積環境によって扇状地，氾濫原平野，
自然堤防堆積物及び海岸平野堆積物（砂浜堆積物を含む）と山麓緩斜面堆積物
とに区分した．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（鹿野和彦）

 4.　活構造
　本図幅地域の活構造は主に岩手県（2000）を基に示した．胆沢扇状地の扇頂
部から中流域にかけて長さ 1 ～数㎞，南北ないし北北西－南南東走向の活断層

（または活撓曲）群（出
で た な

店断層帯：岩手県，2000）が認められる（渡辺・今泉，1991）．
この活断層群は，盛岡市南方（北隣盛岡図幅地域）から北上市へと南北に走る
活断層群（花泉活断層帯：岩手県，2000）の南方延長上に位置する．岩手県（2000）
は，花泉市北湯口でのトレンチ調査などに基づいて，花泉活断層帯は 3800 ～
26000 年に一回程度活動するとしている．また，一回の垂直変位量は 2m 程度，
出店断層帯連続して同時に動く場合の垂直変位量は 5m，マグニチュードは 7.4
に達するという．
　石越付近から一関にかけて認められる一関石越撓曲（松野，1967）は，瀬峰層・
滝沢層などが変形していることから後期鮮新世以降の断層の地表表現と考えら
れるが，後期更新世以降に活動した証拠はない．ただし，1900 年及び 1962 年の
宮城県北部地震（M7.0 と M6.5）はその南端部，伊豆沼付近で発生しており，そ
の延長上，あるいはそれに近接して地表に現れていない活断層または活断層群
がある可能性が高い．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（鹿野和彦）

 5.　地質資源
5.1　金属鉱床
　本図幅内には奥州藤原一族の栄華を支えた金の産出地として古くより数多く
の金山があったが，現在稼行している金属鉱山はない．過去に相当量の産出が
あった鉱山を高橋・南部（2003）などに基づき表記した．
　主要な鉱床タイプは鉱脈型とスカルンで，前者は大谷・興北（松岩）鉱山，後
者は赤金・釜石鉱山が代表的である．鉱脈鉱床も堆積岩類と白亜紀深成岩類の
接触部周辺に生じている．稼行対象は金，銅，鉄を主体とし，銀，マンガン，タ
ングステン，モリブデン，砒素，水銀などを少量産した．

5.2　非金属鉱床
　古生層中の石灰石が主要な非金属鉱床で，稼行中と過去に相当量採掘された
ものに分けて示した．熱水性鉱脈鉱床に伴われるけい石や，超苦鉄質岩類に伴
われる滑石，粘土や亜炭などの鉱床が小規模に存在する．

5.3　温泉
　金原（1992）などに基づき泉温が 25℃以上と未満のものを分けて示した．前
者は北上川より西側にほぼ限られるが，ほとんどがボーリングによる汲み上げ
で源泉温度が 40℃前後のナトリウム－塩化物泉が多い．北上山地ではいわゆる
冷鉱泉の単純泉がほとんどである．

5.4　採石
　土木建築資材用の採石は各地で行われている．石材としての採石は，ペルム
系登米層のスレートが著名であるが，現在は稼行していない．前期白亜紀深成
岩類にも装飾用石材としての生産実績がある．

5.5　天然記念物
　国の天然記念物（地質・鉱物）として以下の 6 件が指定されている（蟹澤，1992）．
　樋口沢ゴトランド紀化石産地 : 昭和 11 年，本邦初のシルル紀（ゴトランド紀）
サンゴ化石が石灰岩から発見．他に，腔腸類，腕足類，三葉虫など多数産出．昭
和 32 年指定．



　 歌津館崎の魚竜化石産地及び魚竜化石：二畳紀稲井層群の泥岩より産出した
海生爬虫類の原始形．産出状態をそのまま保存した展示施設がある．昭和 50 年
指定．
　館ヶ崎角岩岩脈：角岩はチャートの旧和称．白亜紀大船渡層群中の堆積岩脈
として昭和 14 年指定．成因については異論もある．
　蛇ヶ崎：白亜紀大船渡層群の砂岩頁岩が急峻な海食涯や島，洞穴など変化に
富んだ岬地形となっている、昭和 11 年指定．
　碁石海岸：白亜紀大船渡層群の砂岩頁岩互層が海食で洞穴，海食涯，岩礁な
どの複雑な地形を示し，黒碁石のような砂利が浜を満たす．昭和 12 年指定．
　厳美渓：河岸段丘の発達する磐井川両岸は新第三紀厳美層のデイサイト質凝
灰岩からなり，渓流には滝，急流，淵が連続する．河床には大小の甑穴が発遠す
る．昭和 2 年指定．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（中川　充）

6.　重力異常
　重力データは以下の要領で編集を行った．編集面積は約 5,540km2，編集に用
いた重カデータの総数は約 3,000 点である．編集データについては，森尻ほか（1995）
や日本重力 CD-ROM（地質調査所，2000）による地質調査所および新エネルギー・
産業技術総合開発機構のデータを主とし，国土地理院の閲覧資料も含まれてい
る．本地域には北上地域に分布する花崗岩や中・古生代の堆積岩の基盤岩類か
ら仙台湾から伸びる北上低地帯に第四紀の堆積層まで分布し，表層密度は変化
に富むと考えられるので，ブーゲー異常（重力異常）の仮定密度（補正密度）は，
平均的な 2.3g/cm3 を採用した．
　重力異常は大局的には東の三陸海岸域の 150mgal を越す高重力異常から西側
の北上低地帯域で 70mgal を切る低重力異常と西下がりの傾向を示し，太平洋
プレートの沈み込む構造に対比される．地表の地質との対比には深部構造によ
る西下がりの傾向面を除去した上方接続残差重力図（第 3 図）が適当である．負
値には横線で陰を付けて表示した．この図からも，伊豆沼付近より一関市，水
沢市を経て北上市に到る北上低地帯は最も残差重力が小さくなっており，第四
紀の低密度堆積物の分布と対応している．一方，その東側には西側を断層構造
に対比される急傾斜構造で画された高残差重力域が東経 140°1′ から 141°30′
の範囲に南北に伸びて分布している．この高残差重力域には，折壁複合深成岩
体や束稲複合深成岩体が含まれ高密度構造を想起させるが，例外的に千厩深成
岩体は相対的に低密度を示している．また陸前高田市北方の氷上花崗岩類の分
布域が特徴的に高残差重力を示している．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  （駒潭正夫）

 Geology of the 1:200,000 Ichinoseki Quadrangle 

  The 1:200,000 Ichinoseki quadrangle is located on the Pacific Ocean side of 
northeast Japan and includes the Kitakami Mountain, the Kitakami River, and the 
foot of the Ou Mountains. The Kitakami Mountains comprise mainly pre-Tertiary 
rocks, and are divided tectonically into the Northern Kitakami Belt (NKB) and the 
Southern Kitakami Belt (SKB). 
  NKB is composed of a Jurassic accretionary complex which includes 
Carboniferous(?) to Permian limestone, Permian to Early Jurassic chert and Late 
Jurassic clastic rocks. The SKB is composed of pre-Silurian rocks which are the 
Miyamori Ultramafic Rocks, the Higashiiwai Metamorphic Complex, the Motai 
Metamorphic Rocks, the Tsubonosawa Metamorphic Rocks and the Hikami 
Granitic Rocks. These rocks are unconformably overlain by Silurian to Early 
Cretaceous shallow marine to non-marine sediments. 
  In both NBK and SKB, Paleozoic to Mesozoic strata are overlain by Early 
Cretaceous basic to acidic volcanic rocks, are folded in an EW direction, and are 
intruded by plutonic rocks of similar compositions. 
  The Ou Mountains are composed mainly of sediments and volcanic rocks which 
fill the Early to early Middle Miocene rift basins. Late Miocene to Pleistocene post-
rifting successions of sediments, pyroclastic flows and lava flows spread over the 
foot areas to form large fans. The Kitakami River runs between the two mountains 
to form river-valley plains and terraces. Active faults and flexures exit along the 
west of Kitakami River. 

Key words : Northern Kitakami Belt, Southern Kitakami Belt, Iwate Prefecture, 
Miyagi Prefecture, Paleozoic, Mesozoic, Cenozoic, ultramafic rocks, plutonic 
rocks, sedimentary rocks, volcanic rocks, mineral resources, Bouguer anomalies, 
geologic map, 1:200,000, Northeast Japan
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第 2 表　  新生界対比表
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